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深深まままるる
姉姉妹妹・・友友好好都都市市
のののききずずなな

川
越
市
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
福
島
県
棚た

な

倉ぐ
ら

町ま
ち

と
友
好
都

市
提
携
を
結
ん
だ
の
を
皮
切
り
に
、
現
在
は
、
国
内
外
の
四

市
一
町
一
村
と
姉
妹
・
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
ま
す
。

こ
と
し
、
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
の
セ
ー
レ
ム
市
と
の
姉
妹
都

市
提
携
が
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
祝
い
、
さ
ら

に
姉
妹
・
友
好
都
市
の
き
ず
な
を
深
め
る
た
め
の
式
典
が
十

月
十
三
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
事
で
は
、
セ
ー
レ
ム
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
二
十

周
年
記
念
式
典
と
「
姉
妹
友
好
都
市
サ
ミ
ッ
ト
」
を
通
し
て
、

姉
妹
友
好
都
市
と
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
国
際
交
流
課
国
際
交
流
担
当
・
℡
内
線
２
１

４
２

姉妹都市提携20周年宣言を手にする姉妹都市提携20周年宣言を手にする姉妹都市提携20周年宣言を手にする
舟橋市長とテーラー市長舟橋市長とテーラー市長舟橋市長とテーラー市長

セーレム市

川越市

オッフェンバッハ市オータン市

昭和61年８月１日提携

昭和58年８月24日提携
平成14年10月18日提携

川
越
市
の
姉
妹
・
友
好
都
市

棚倉町

川越市

中札内村

小浜市 昭和47年１月18日提携

平成14年11月30日提携

昭和57年11月30日提携



セ
ー
レ
ム
市
と
の
姉
妹
都
市

提
携
二
十
周
年
を
祝
し
て

昨
年
、
姉
妹
都
市
提
携
二
十
周
年
を
前
に

川
越
市
民
号
が
セ
ー
レ
ム
市
を
訪
れ
、
両
市

間
の
姉
妹
都
市
関
係
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ

る
合
意
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

十
月
十
三
日
、
川
越
に
セ
ー
レ
ム
市
長
を

は
じ
め
と
す
る
セ
ー
レ
ム
市
民
訪
問
団
を
迎

え
、
セ
ー
レ
ム
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
二
十

周
年
を
祝
い
、記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
式
典
に
は
、
セ
ー
レ
ム
市
だ
け
で
は
な

く
、
他
の
姉
妹
・
友
好
都
市
か
ら
も
首
長
を

は
じ
め
、多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
一
部
と
し
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
両
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ア
ー
サ
ー
・
バ
ー
マ
ン
　
セ
ー
レ
ム
川
越
姉
妹
都
市
委
員
会
会
長

姉
妹
都
市
に
な
り
、
川
越
の
皆
さ
ん
が
私
た
ち
に
く
れ
た

機
会
に
感
謝
し
ま
す
。
川
越
の
皆
さ
ん
も
私
た
ち
と
同
様
に

感
じ
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
姉
妹
都
市
関
係
を
こ

れ
か
ら
の
百
年
、
い
え
、
も
っ
と
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
テ
ー
ラ
ー
　
セ
ー
レ
ム
市
長

二
十
年
間
で
、
両
市
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
単
な
る
友
人
を
超
え
、
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
や
ま
な
い
、
太
平
洋
を
挟

ん
だ
両
市
の
多
く
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

舟
橋
功
一
　
川
越
市
長

交
流
を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
「
友
人
」
か
ら
「
家
族
」
の

関
係
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
の
き
ず
な
を
い
っ
そ
う
発
展
さ

せ
、
新
し
い
姉
妹
都
市
関
係
を
将
来
に
わ
た
っ
て
築
い
て
い

く
た
め
に
努
力
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

立
原
雅
夫
　
川
越
市
姉
妹
都
市
交
流
委
員
会
代
表

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
し
、
両
市
の
友
好
を
深
め
て
き
ま

し
た
。
特
に
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
交
流
を
毎
年
実
施
し
、

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
は
、
両
市
の
将
来
に
お
い

て
た
い
へ
ん
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

加
藤
昇
　
川
越
市
議
会
議
長

市
民
の
皆
さ
ん
が
外
国
と
の
交
流
を
通
し
て
、
国
際
感
覚

を
身
に
付
け
、
住
民
主
役
の
国
際
感
覚
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
の
今
後
の
相
互
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
、

友
好
の
き
ず
な
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
す

る
た
め
の
、
姉
妹
都
市
提
携
二
十
周
年
宣
言

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
に
は
、
舟
橋

功
一
川
越
市
長
、
加か

藤と
う

昇
の
ぼ
る

川
越
市
議
会
議

長
、
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
テ
ー
ラ
ー
・
セ
ー
レ
ム

市
長
、
ア
ー
サ
ー
・
バ
ー
マ
ン
・
セ
ー
レ
ム

川
越
姉
妹
都
市
委
員
会
会
長
、
立た

ち

原は
ら

雅ま
さ

夫お

川

越
市
姉
妹
都
市
交
流
委
員
会
代
表
の
五
人
が

署
名
を
行
い
ま
し
た
。

川
越
を
訪
れ
た
セ
ー
レ
ム
市
民
訪
問
団
の

皆
さ
ん
は
、
十
四
日
に
市
内
見
学
の
後
、
川

越
ま
つ
り
の
山
車
ぞ
ろ
い
を
見
物
。
山
車
行

列
に
参
加
し
、
町
内
の
皆
さ
ん
と
時
折
、
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
、山
車
を
曳ひ

き
ま
し
た
。

①
式
典
の
様
子

②
音
楽
で
式
典
に
参
加
し
た
、
高

階
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん

③
山
崎
家
別
邸
を
見
学

④
山
車
曳
き
を
体
験

①①①

③③③

②②②

④④④



「
川
越
市
・
セ
ー
レ
ム
市
姉
妹
都
市
提
携

二
十
周
年
式
典
」
の
第
二
部
と
し
て
「
姉
妹

友
好
都
市
サ
ミ
ッ
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
各
首
長
が
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
を
紹
介
し
、
川
越
市
と
の
こ
れ
ま

で
の
交
流
に
つ
い
て
と
今
後
の
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
の
最
後
に
は
、
今
後
も
変
わ
ら

ぬ
交
流
を
行
い
、
姉
妹
・
友
好
都
市
間
の
相

互
理
解
を
深
め
る
た
め
の
「
川
越
宣
言
」
が

発
表
さ
れ
、
各
首
長
に
よ

る
署
名
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
署
名
を
終
え
る
と
、

各
首
長
が
手
を
取
り
合

い
、
末
永
く
続
く
友
好
関

係
を
確
認
し
ま
し
た
。

オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
市

か
ら
は
、
同
市
か
ら
の
交

換
留
学
生
、
ヤ
ン
・
へ
ー

ト
シ
ュ
テ
ッ
ク
さ
ん
が
参

加
し
、「
今
後
も
両
市
の

青
少
年
交
流
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
姉
妹
都
市
提

携
は
、
福
祉
・
相
互
理
解

の
基
礎
と
な
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
い
う
同

市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読

み
あ
げ
ま
し
た
。
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「川越宣言」が発表されました「川越宣言」が発表されました「川越宣言」が発表されました

ジャネット・
テーラー
セーレム市長

将来を考え

て、中学生交

流団の受け入

れや姉妹校交流などの教育交流事

業を積極的に進めていきます。ま

た、さまざまな事業を通して、セ

ーレムと川越の姉妹都市関係を周

知していきたいと考えています。

舟橋功一
川越市長

これまで重

ねてきた２都

市間の交流を

発展させ、７

都市間の交流ネットワークを築く

ことができたらと考えています。

また、それぞれの都市の姉妹・友

好都市との交流ができれば、大き

な流れが生まれると思います。

村
むら

上
かみ

利
とし

夫
お

小浜市長

川越藩主だ

った酒
さか

井
い

忠
ただ

勝
かつ

公の国替えに

よる「ささら

獅
し

子
し

」が取り持つ縁で、姉妹都市

締結が行われました。多様な交流

を通じて、相互理解と親善を深め、

川越と小浜両市の友好発展につな

げていきたいと考えています。

レミー・ルベ
ロット
オータン市長

私たちが築

く関係は、私

たちにとって

とても貴重でかけがえのないもの

です。少しずつ、あらゆる分野で

私たちのきずなをより強いものに

して、市民・団体・企業の交流を

深めていきましょう。

藤
ふじ

田
た

幸
こう

治
じ

棚倉町長

川越市の姉

妹・友好都市

の中で、いち

ばん古くから

のつきあいです。これまで、相互

訪問による交流や川越産業博覧会

の参加などを行ってきました。今

後も、今まで以上の活発な交流を

推進していきます。

田
た

村
むら

光
みつ

義
よし

中札内村長

それぞれの

分野で、心と

心のふれあい

を大切にしな

がら、肩の張らない友好関係を継

続的に進め、住民の相互理解と親

善を図っていきたいと考えていま

す。それが、それぞれの繁栄につ

ながると思います。



こ
れ
か
ら
も
交
流
は
続
き
ま
す

左
の
表
は
、
姉
妹
・
友
好
都
市

と
の
主
な
交
流
事
業
で
す
。
表
に

あ
る
活
動
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
の
交
流
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
活
動
は
、
行
政
に
と

ど
ま
ら
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ

る
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
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10月にはこんな交流もありました

姉妹・友好都市との主な交流と各都市の姉妹・友好都市

「
姉
妹
友
好
都
市
サ
ミ
ッ
ト
」

の
中
で
、
今
後
も
川
越
市
と
の
交

流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
首
長
の

皆
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
青
少
年
の
交
流
に
力
を
入

れ
た
い
、
と
い
う
声
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
交
流
を
通

し
て
得
た
有
意
義
な
体
験
が
、
異

文
化
を
知
る
、
貴
重
な
財
産
に
な

る
か
ら
で
す
。

舟
橋
市
長
は
、
二

都
市
間
の
交
流
か

ら
、
七
都
市
で
の
交

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

発
展
さ
せ
た
い
と
話

し
て
い
ま
す
。

二
都
市
間
で
の
交

流
を
よ
り
深
め
、
そ

の
交
流
を
七
都
市
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
広

げ
る
。
さ
ら
に
、
交

流
の
輪
を
そ
れ
ぞ
れ

の
都
市
の
姉
妹
・
友

好
都
市
へ
と
広
げ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

七
都
市
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
が
、
今

後
の
姉
妹
・
友
好
都

市
と
の
交
流
に
お
け

る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

り
そ
う
で
す
。

市町村名 交流事業 姉妹・友好都市

セーレム市
川越市中学生交流団

金海（韓国）姉妹校交流

オッフェンバッハ市
川越市中学生交流団 リバス（ニカラグア）
オッフェンバッハ市青少年交流団 プトー（フランス）ほか10都市

オータン市
川越市民号 スティーブナージ（イギリス）
星野高校オータン市訪問 アラベロ（スペイン）ほか１都市

棚倉町
ふるさと交流事業 レイクマコーリー（オーストラリア）
ゴルフ交流大会 スパルタ（ギリシャ）

小浜市
川越市民訪問団 奈良市、富士宮市、慶州（韓国）
小浜市の物産と観光展 西安・平湖（中国）

中札内村
川越市少年の翼

南栃市（旧福野町・富山県）北の大地展入賞作品展覧会

オッフェンバッハから青少年交流団来訪
10月16日から27日まで、オッフェンバッハ市

の青少年交流団22人が川越を訪れました。滞在中

は日本の家庭での生活を

体験するためホームステ

イをしました。

10月24日には霞ケ関

東中学校を訪れ、授業に

参加。初めは３つに分か

れ、体育・英語・書道の

授業を受けました。書道

の授業では、手本を

見ながら筆を運び、

先生から「グッド！」

と言われると、笑顔

を見せる交流団員が

いました。

初めは緊張していた霞ケ関東中学校の生徒の皆さ

んも、身ぶり手ぶりを交えながら、会話に挑戦。意

思が通じ合い、うれしそうな様子でした。

続いて１年生５クラスによる、合唱コンクールの

予行練習を見学。最後に交流団の皆さんが、ドイツ

の歌を披露。体育館は大きな拍手で包まれ、新たな

交流の１ページが書き加えられました。

国内３都市、さんぱくに出展
10月21日・22日に行われた川越産業博覧会に、

国内の姉妹・友好都市が参加しました。

各市町村のコーナ

ーでは、地域の特産

品が販売されまし

た。棚倉町からは農

産物、小浜市からは

日本海で取れた魚介

類、中札内村からは

乳製品など、その土

地ならではの品物が

並びました。連日各

コーナーは、特産品

を求める多くの人た

ちでにぎわっていま

した。

21日には、会場

のステージで「友好

姉妹都市ゆめいっぱ

いインフォメーショ

ン」という催しが行われました。ここでは、各市町

村の皆さんがそれぞれのまちを紹介し、訪れた皆さ

んの注目を集めていました。

棚倉町のテント棚倉町のテント棚倉町のテント

小浜市のテント小浜市のテント小浜市のテント

中札内村のテント中札内村のテント中札内村のテント

先生にほめられ、にっこり先生にほめられ、にっこり先生にほめられ、にっこり

ドイツの歌を披露しましたドイツの歌を披露しましたドイツの歌を披露しました
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新
収
集
品
展

「「
古古
鏡鏡
百百
選選
」」

入
館
料
…
一
般
＝
二
百
円
（
百

六
十
円
）$

大
学
生
・
高
校

生
＝
百
円
（
八
十
円
）$

中

学
生
以
下
無
料

＊
（

）
内
は
二
十
人
以
上
の

団
体
料
金

休
館
日
…
月
曜
日

問
い
合
わ
せ
…
市
立
博
物
館
・

℡
２
２
２-

５
３
９
９

日
本
・
中
国
の
銅
鏡
百
面
を
展
示
し
、
当
時
の
金
工
文
化

の
一
端
を
探
り
ま
す
。

（上） 末広字扇面散らし柄鏡
日本　江戸時代後期

（右上）海獣葡萄鏡
中国　唐時代（８世紀）

十
一
月
二
十
五
日
析
〜
十
二
月
十
七
日
隻

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

市
立
博
物
館

～ひとくち情報～ ミニ・インフォメーション ～ひとくち情報～
●インフルエンザが流行し始める季節です。手洗い・うがいを心がけましょう 総合保健センター健康増進係・℡229－4121
●事業主に定期健康診断受診料の一部を補助します 商工振興課労政係・℡内線2724
市では、定期健康診断を実施している事業主に、受診料の一部を補助しています。この定期検診は、労働安全衛生規則に定めら
れ、すべての事業主に実施が義務付けられています。詳しくはお尋ねください。
●第10回環境小江戸塾研修会「新しい環境管理システムの構築　～ いまなぜ環境経営なのか ～」 川越商工会議所・℡229－1840
川越環境保全連絡協議会主催。11月30日斥、午後１時30分～４時30分。同会議所。先着50人。申し込みは、電話で同会議所。
●警察官採用試験 川越警察署・℡224－0110
申込受付期間は、12月１日昔～20日戚。12月９日析に、川越福祉センターで就職説明会を行います。詳しくはお尋ねください。
●求人企業合同面接会 埼玉県雇用対策協議会・℡048－647－4185
12月７日斥、午後１時～４時30分。ソニックシティー（さいたま市）。来年３月に大学・短大・専門学校を卒業予定または卒業
後２年以内の方。

11月25日析、午前10時30分～午後３時
乗船無料
濯紫公園近くに、乗船場を設置

します。ふだん見慣れた景色も、

舟に乗って眺めると新鮮に映りま

す。ぜひ、ご体験ください。

＊天候にかかわらず、増水などに

より中止になる場合があります。

問い合わせ…観光課観光推進担当
℡内線2731

県道川越坂戸毛呂山線

濯紫公園

高沢橋

坂下橋

至市役所

菓子屋横丁菓子屋横丁菓子屋横丁

運航区間

新河岸川観光舟運試験運航

析

隻
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昨
年
夫
が
他
界
し
、
戸
建だ

て

よ

り
集
合
住
宅
に
転
居
し
ま

し
た
。
偶
然
に
も
、
夫
の
誕
生
日

は
昭
和
三
年
一
月
一
日
な
の
で
す

が
、
現
住
所
が
三
丁
目
十
一
番
な

の
に
驚
き
ま
し
た
。
周
囲
か
ら
、

守
ら
れ
て
る
の
で
幸
せ
に
暮く

ら

せ
る

と
言い

わ
れ
て
い
ま
す
。
言
霊
の
話

を
耳
に
し
た
事こ

と

が
あ
り
ま
す
が
、

こ
ん
な
事
あ
る
の
で
す
ね
。

上
田
加
子

■
広
報
川
越
か
ら

こ
う
い
う
偶
然
も
あ
る
も
の
な

の
で
す
ね
。
お
便
り
を
読
ん
で
、

き
ず
な
が
強
い
夫
婦
だ
っ
た
様
子

を
感
じ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、「
ナ
ン
バ
ー
」
を

テ
ー
マ
に
数
字
に
ま
つ
わ
る
皆
さ

ん
の
お
便
り
を
募
集
し
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
川

越
ナ
ン
バ
ー
の
自
動
車
が
走
り
は

じ
め
て
一
か
月
が
た
ち
ま
し
た
。

「
ナ
ン
バ
ー
」
に
ま
つ
わ
る
話
は

終
了
で
す
。
次
回
以
降
は
、
下
記

の
テ
ー
マ
で
お
便
り
を
募
集
し
ま

す
。

◎
　
　
　
◎
　
　
　
◎

＊
ふ
り
が
な
は
、
広
聴
広
報
課
で

付
け
ま
し
た
。

「「
しし
ろろ
」」
を
テ
ー
マ
に
お
便
り
を
募
集
し
ま
す

来
年
は
、
川
越
城
築
城
五
百
五
十
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
に
ち
な

み
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
し
ろ
」
に
ま
つ
わ
る
話
を
募
集
し
ま
す
。

お
城
だ
け
で
は
な
く
、
白
い
も
の
や
犬
の
名
前
な
ど
「
し
ろ
」
に
ま

つ
わ
る
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
百
五
十
字
程
度
）。
採
用
さ
れ
た

方
に
は
、
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

提案要旨（市民目安箱）
４か月児健診の際に絵本が配付されるブックス
タート事業で、２人目の子どもの時も同じ絵本に
ならないよう、配付する絵本の変更や、数種類の
中から選択ができるようにしてください。
回答
ブックスタートは、絵本の読み聞かせを通して、
親子のふれあいを深めることを目的に、英国のバ
ーミンガム市で始まりました。
日本では、平成13年の「子ども読書年」で紹

介されたのをきっかけに全国的に広がり、市では
平成15年８月に開始しました。４か月児健診の
会場である総合保健センターなどで、健診が始ま
る前に対象となるお子さんと保護者に対して、図
書館職員が絵本の読み聞かせや手遊びの紹介など
を行っています。その際、２冊の絵本が入ったブ
ックスタートパックを配付しております。
ブックスタート開始から３年が経過し、この間
7,000人以上のお子さんにブックスタートパッ
クを手渡しました。平成16年度には、第２子・
第３子の誕生を想定し、絵本を変更いたしました。
また、今年度中にも絵本を変更する予定です。
ご提案いただいたように今後は、絵本が重複し
ないよう利用者が絵本を選択できる、現在より短
い期間で絵本を変えるなど、同じ絵本が配付され
ることのないよう対処法を検討しております。
これからも４か月健診の機会に、すべてのお子
さんと保護者に、すてきな絵本をお渡ししたいと
考えております。
このことについては、中央図書館・℡222－

0559にお尋ねください。

舟橋市長に提案 №132

ブックスタートで配付される絵本
を選択できるようにしてください

あ
て
先
＝
〒
３
５
０-

８
６
０
１
川
越
市
役
所
広
聴
広
報
課
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
係
」
▼
フ

ァ
ク
ス
＝
２
２
５-

２
１
７
１
▼
Ｅ
メ
ー
ル
＝in

fo
@
city.kaw

ag
o
e
.saitam

a.jp

＊
必
ず
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

＊
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

Duet

デ
ュ
エ
ッ
ト

広
報
川
越
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す



含
ま
れ
る
窒
素
酸
化
物
な
ど
の
大

気
汚
染
物
質
の
濃
度
が
高
く
な
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
県
の
調

査
に
よ
る
と
、
平
成
十
六
年
度
の

窒
素
酸
化
物
発
生
割
合
の
約
四
割

を
自
動
車
が
占
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
十
一
月
か
ら

来
年
一
月
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
を

「
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
」
と
し
て
、
自

動
車
の
使
用
を
控
え
る
よ
う
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

水
曜
日
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
自

動
車
の
使
用
を
控
え
、
電
車
や
バ

ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
環
境
保
全
課
大
気

保
全
係
・
℡
内
線
２
６
２
３

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト

ッ
プ
を
お
願
い
し
ま
す

■
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
の
実
施

自
動
車
の
排
出
ガ
ス
に
含
ま
れ

る
窒
素
酸
化
物
や
浮
遊
粒
子
状
物

質
は
大
気
を
汚
染
し
、
人
の
健
康

に
悪
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全

条
例
で
は
一
部
の
例
外
を
除
き
、

自
動
車
な
ど
の
駐
停
車
時
に
エ
ン

ジ
ン
を
止
め
る
こ
と
（
ア
イ
ド
リ

ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
）
を
義
務
付
け

て
い
ま
す
。

に
は
ま
ず
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と

が
必
要
で
す
。買
い
物
の
際
に
は
、

「
必
要
な
物
を
必
要
な
分
だ
け
買

う
」「
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
」

「
過
剰
包
装
は
断
る
」
な
ど
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
物
を
大
事
に
し
、
ご
み

の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
す

る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
ひ
と
り

ひ
と
り
の
行
動
が
大
切
で
す
。
ル

ー
ル
に
従
っ
た
ご
み
処
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
削
減
の
た
め

に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

不
可
欠
で
す
。

問
い
合
わ
せ
…
焼
却
炉
の
規
制
・

届
け
出
に
つ
い
て
＝
環
境
保
全

課
大
気
保
全
係
・
℡
内
線
２
６

２
２
▼
家
庭
で
の
焼
却
・
ご
み

の
収
集
に
つ
い
て
＝
環
境
業
務

課
管
理
係
・
℡
内
線
２
６
３
１

水
曜
日
は

ノ
ー
カ
ー
デ
ー

冬
期
は
自
動
車
交
通
量
の
増

加
、
オ
フ
ィ
ス
や
家
庭
で
の
暖
房

の
影
響
、
空
気
の
入
れ
替
え
が
起

こ
り
に
く
い
な
ど
の
気
象
条
件
が

重
な
り
、
空
気
が
汚
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。

特
に
、
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
に

市
民
の
皆
さ
ん
、
ア
イ
ド
リ
ン

グ
・
ス
ト
ッ
プ
を
お
願
い
し
ま

す
。

例
外
…
信
号
待
ち
な
ど
道
路
交
通

法
の
規
定
に
よ
り
停
止
す
る
場

合
▼
交
通
の
混
雑
、
そ
の
他
交

通
の
状
況
に
よ
り
停
止
す
る
場

合
▼
人
を
乗
せ
、
ま
た
は
降
ろ

す
た
め
に
停
車
す
る
場
合
▼
貨

物
自
動
車
の
冷
蔵
装
置
な
ど
の

動
力
と
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
使
用

す
る
場
合
▼
緊
急
自
動
車
が
緊

急
用
務
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て

い
る
場
合
▼
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
急

病
人
に
対
す
る
措
置
な
ど
）

■
駐
車
場
利
用
者
へ
の
周
知
の
義
務

二
十
台
以
上
の
収
容
台
数
、
ま

た
は
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

面
積
を
有
す
る
駐
車
場
に
は
看
板

な
ど
を
使
っ
て
、
ア
イ
ド
リ
ン

グ
・
ス
ト
ッ
プ
を
周
知
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
駐
車
場
の
設
置
者

お
よ
び
管
理
者
は
、
利
用
者
へ
の

周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
環
境
保
全
課
大
気

保
全
係
・
℡
内
線
２
６
２
３

シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

ド
ッ
ク
を
開
催
し
ま
す

教
習
所
の
コ
ー
ス
を
利
用
し
た

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

減
ら
す
た
め
に
…
…

県
内
で
発
生
し
た
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
の
う
ち
、
約
七
割
は
私
た
ち
の

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
や
産
業
廃
棄

物
な
ど
の
焼
却
に
よ
る
も
の
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す

家
庭
用
の
焼
却
炉
の
ほ
と
ん
ど

は
、
燃
焼
温
度
が
十
分
に
上
が
ら

ず
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し
や
す
い

た
め
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
多
く
発

生
さ
せ
ま
す
。

平
成
十
四
年
十
二
月
か
ら
焼
却

炉
の
規
制
が
強
化
さ
れ
た
た
め
、

八
百
度
以
上
で
焼
却
す
る
こ
と
、

バ
ー
ナ
ー
や
温
度
計
を
設
置
す
る

こ
と
な
ど
、
一
定
の
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
焼
却
炉
は
使
用
禁
止

と
な
っ
て
い
ま
す
。

庭
先
な
ど
で
基
準
に
合
わ
な
い

焼
却
炉
や
ド
ラ
ム
缶
な
ど
で
の
焼

却
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
事
業
者
が
使
用
す
る
焼

却
炉
は
す
べ
て
届
け
出
が
必
要
で

す
。
新
た
に
焼
却
炉
を
設
置
す
る

場
合
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
み
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
し
ま

し
ょ
う

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
減
ら
す
た
め

体
験
型
の
講
習
と
、
安
全
運
転
の

た
め
の
講
義
を
行
い
ま
す
。

あ
な
た
の
運
転
を
、
教
習
所
の

指
導
員
と
い
っ
し
ょ
に
確
認
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
六
十
五
歳
以
上
で

普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で

き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
川
越
警
察
署
交
通

課
（
℡
２
２
４-

０
１
１
０
）
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

日
時
…
12
月
４
日
席
、
午
前
９
時

〜
正
午
（
受
け
付
け
＝
午
前
８

時
30
分
〜
）

会
場
…
川
越
自
動
車
学
校
（
野の

田だ

町ま
ち

二
丁
目
）

定
員
…
先
着
五
十
人

申
し
込
み
…
11
月
15
日
戚
〜
24
日

昔
、午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、

電
話
で
川
越
警
察
署
交
通
課

（
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
）

■
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す

高
齢
者
の
交
通
事
故
の
多
く

は
、
信
号
無
視
・
一
時
不
停
止
な

ど
、
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
違
反

が
原
因
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
再

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
…
総
合
交
通
政
策
課

交
通
安
全
指
導
係
・
℡
内
線
３

２
６
５

広報川越№1138・2006.11.10広報川越№1138・2006.11.10広報川越№1138・2006.11.10 川越市役所・℡049－224－8811川越市役所・℡049－224－8811川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/http://www.city.kawagoe.saitama.jp/http://www.city.kawagoe.saitama.jp/ ８８８



標
準
営
業
約
款
制
度

（
Ｓ
マ
ー
ク
）

を
ご
存
じ
で
す
か
？

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
消
費

者
保
護
の
観
点
か
ら
、
日
常
生
活

に
密
接
に
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
や

技
術
、
設
備
の
内
容
な
ど
を
営
業

者
が
表
示
す
る
制
度
で
す
。

理
容
店
・
美
容
店
・
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
・
め
ん
類
飲
食
店
・
一
般

飲
食
店
で
登
録
し
て
い
る
施
設

は
、
店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

登
録
店
は
、
安
心
・
安
全
・
衛

生
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店

で
す
。

詳
し
く
は
、
蹟
埼
玉
県
生
活
衛

生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
４

８-

８
６
３-

１
８
７
３
）
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
食
品
・
環
境
衛
生

課
環
境
衛
生
係
・
℡
２
２
７-

５
１
０
３

政
治
活
動
用
看
板
な
ど

の
証
票
の
交
付

政
治
活
動
用
の
立
て
札
や
看
板

な
ど
に
は
、
証
票
の
表
示
が
必
要

で
す
。
現
在
使
用
中
の
証
票
は
、

十
二
月
三
十
一
日
隻
で
有
効
期
限

が
切
れ
ま
す
。

来
年
一
月
一
日
積
か
ら
の
証
票

の
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
看
板

な
ど
を
設
置
す
る
場
所
を
確
認
の

う
え
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
証
票
の
有
効
期
限
は
四

年
間
で
す
。

受
付
期
間
…
12
月
１
日
昔
〜
25
日

席
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
（
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除

く
）

受
付
場
所
…
選
挙
管
理
委
員
会

（
東
庁
舎
三
階
）

＊
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
・
℡
内
線
３
７
１
３

12月１日昔は、世界エイズデーです
保健予防課感染症係・℡227－5102

日本においては、ＨＩＶ感染者・エイズ患者ともに増加傾向が

続いています。特に日本人男性の性的接触による感染が増加して

います。

エイズはＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）の感染により、起こ

ります。エイズを発症するまでは自覚症状がないことが多く、検

査を受けないかぎり感染した本人も気付かない病気です。

感染を早期に知ることはパートナーにうつさないだけでなく、

発症を予防する治療を適切な時期に開始するためにも大切です。

また、現在では、ウイルスに感染していることを早期に発見でき

れば、発症を遅らせ、長期間にわたり今までどおりの生活を送る

ことも可能になってきています。

私たちにできるのは、エイズについての理解を深め、感染拡大

を防ぐことです。市民の皆さんも、一度検査を受けてみませんか。

●土曜エイズ即日検査・相談事業
問診と採血。１時間程度で結果がわかります。

日時…12月２日析、午後１時30分～３時（電話での予約制）

会場…保健所

定員…先着30人

申し込み…11月15日戚、午前９時から電話で保健予防課

＊感染の心配があったときから、３か月以上経過してから検査を

受けてください。

＊毎月の検査は、毎月25日発行の広報川越・市民相談案内のペー

ジをご覧ください。

問い合わせ…保健予防課感染症係・℡227－5102

●36時間AIDS
エ イ ズ

電話相談
日時…12月２日析、午前10時～３日隻、午後10時

相談電話番号…0120－545036

問い合わせ…HIVと人権・情報センター・℡03－5259－0622

●30時間連続！　エイズ電話相談
日時…12月２日析、午前９時～３日隻、午後３時

相談電話番号…048－825－3060

問い合わせ…埼玉県感染症対策室・℡048－830－3557
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政
治
活
動
用
の
立
て
札
や
看
板

な
ど
に
は
、
証
票
の
表
示
が
必
要

事
務
局
・
℡
内
線
３
７
１
３



は
、再
び
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
。

病
気
や
け
が
・
そ
の
他
の
理
由

で
、
ど
う
し
て
も
国
保
税
を
納
期

限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い
場
合

は
、
必
ず
国
保
年
金
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
納
付
相
談
に
は
、
随

時
応
じ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
国
保
年
金
課
国
保

収
納
係
・
℡
内
線
２
４
７
７

年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
忘
れ
ず
に

平
成
十
八
年
中
に
納
め
た
国
民

国
保
税
は
期
限
内
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い

納
付
は
期
限
ま
で
に

納
付
は
期
限
ま
で
に

納
付
は
期
限
ま
で
に

国
民
健
康
保
険
制
度
（
国
保
）

は
、
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
相

互
扶
助
（
助
け
合
い
）
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
る
制
度
で
す
。
国

保
税
は
、
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

の
医
療
費
や
出
産
一
時
金
・
葬
祭

費
・
高
額
療
養
費
の
給
付
な
ど
の

保
険
事
業
に
充
て
る
大
切
な
財
源

で
す
。国
保
税
に
未
納
が
あ
る
と
、

こ
れ
ら
の
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
国
保
事

業
を
適
正
に
運
営
し
、
加
入
し
て

い
る
皆
さ
ん
が
適
正
な
給
付
を
受

け
る
た
め
、
国
保
税
の
期
限
内
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
税
を
納
付
し
な
い
と
…
…

国
保
税
を
納
付
し
な
い
と
…
…

国
保
税
を
納
付
し
な
い
と
…
…

特
別
な
事
情
も
な
い
ま
ま
国
保

税
の
未
納
が
続
く
場
合
は
、「
短

期
被
保
険
者
証
」
ま
た
は
「
被
保

険
者
資
格
証
明
書
」
を
交
付
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
短
期
被
保
険
者
証
」
は
、
有

効
期
限
の
短
い
保
険
証
で
す
。
国

保
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
更
新
ご
と
に
納
付
相
談

を
行
い
な
が
ら
、
国
保
税
を
納
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
は
、

国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を

示
す
物
で
す
。
保
険
診
療
は
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
診
療
な
ど
に
か
か

っ
た
医
療
費
は
、
い
っ
た
ん
全
額

自
己
負
担
と
な
り
、
後
に
一
部
負

担
金
を
除
い
た
額
の
支
給
申
請
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
滞
納
が
続
き
、
納
期
限

か
ら
一
年
六
か
月
を
過
ぎ
る
と
、

保
険
給
付
が
一
部
ま
た
は
全
部
差

し
止
め
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

滞
納
し
て
い
る
場
合
は
、
差
し
止

め
た
保
険
給
付
か
ら
滞
納
分
を
差

し
引
き
ま
す
。
滞
納
し
て
い
る
国

保
税
を
完
納
し
た
場
合
な
ど
に

年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
は
忘

れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
た
り
、
家
族
の
た

め
に
納
め
た
り
し
た
保
険
料
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
川
越
社
会
保
険
事

務
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
証
明
書
が
必
要
で
す
！

昨
年
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料

を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告

す
る
場
合
に
は
、
納
付
し
た
保
険

料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
納
付
し
た

保
険
料
を
証
明
す
る
た
め
に
は
、

領
収
書
ま
た
は
社
会
保
険
料
控
除

証
明
書
が
必
要
で
す
。

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
は
、

社
会
保
険
庁
が
発
行
し
ま
す
。
十

月
二
日
ま
で
に
納
付
し
た
方
に

は
、
十
一
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
以
後
に
納
付
し
た
方
に
は
、

来
年
二
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続

き
の
際
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
や

領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
国
保
年
金
課
国
民

年
金
係
・
℡
内
線
２
４
８
１

第19回防犯並
なら

びに暴力排除推進大会を開催
～ みんなで　つくろう　小江戸川越　防犯のまち ～

最近、空き巣やひったくり、女性や子どもが被害者

となる事件、暴力団犯罪や覚せい剤の乱用、少年の非

行などが増えています。

このような犯罪情勢の中、

地域安全意識の高揚を図るた

め、「地域安全の日」である

10月20日に、やまぶき会館

で、市・川越警察署・川越防

犯協会・川越市暴力排除推進

協議会の共催による「第19回防犯並びに暴力排除推

進大会」を開催。地域防犯推進委員をはじめとする約

700人の皆さんが参加しました。

この大会では、防犯関係功労者・防犯ポスター入賞

者などの表彰、活動事

例報告および「みんな

で　つくろう　小江戸

川越　防犯のまち」を

合言葉とした大会宣言

が行われました。地域

安全活動のリーダーと

して、地域の皆さんと共に、市・警察・事業所など関

係機関が連携し、安全で安心して生活できる地域社会

の実現を目指し、いっそうの努力を決意しました。

問い合わせ…市民活動支援課防犯推進担当・℡内線
2421

活動事例報告をする、名活動事例報告をする、名活動事例報告をする、名
細支会長の矢部鍵一さん細支会長の矢部鍵一さん細支会長の矢部鍵一さん
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防犯グッズの展示と防犯グッズの展示と防犯グッズの展示と
説明も行われました説明も行われました説明も行われました



は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
…
同
居
者
す
べ
て
が
市
民
税

非
課
税
の
母
子
・
父
子
家
庭
ま

た
は
父
母
の
い
な
い
児
童
を
養

育
し
て
い
る
家
庭
（
生
活
保
護

受
給
世
帯
を
除
く
）

支
給
額
…
子
ど
も
一
人
に
つ
き
一

万
円

申
請
方
法
…
12
月
28
日
斥
ま
で

に
、
預
金
通
帳
を
こ
ど
も
家
庭

課
（
本
庁
舎
二
階
）
に
持
参

＊
申
請
書
の
提
出
期
限
後
に
母

子
・
父
子
家
庭
に
な
っ
た
場
合

は
、
来
年
三
月
三
十
日
昔
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
こ
ど
も
家
庭
課
児

童
福
祉
係
・
℡
内
線
２
５
８
７

ご
存
じ
で
す
か
？

里
親
制
度

里
親
制
度
は
、
家
庭
に
恵
ま
れ

な
い
子
ど
も
た
ち
を
里
子
と
し
て

預
か
り
、
温
か
い
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
育
て
る
制
度
で
す
。

里
親
の
種
類
に
は
、
①
長
期
間

ま
た
は
養
子
縁
組
を
前
提
と
し

て
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
養
育
里

親
②
一
年
以
内
の
期
間
を
定
め

て
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
短
期
里

親
③
虐
待
を
受
け
て
心
に
傷
を
負

っ
た
子
ど
も
を
、
期
間
を
決
め
て

と
川
越
商
工
会
議
所
の
共
催
で
、

次
の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
講
演
会

職
場
内
で
の
差
別
に
つ
い
て

〜
セ
ク
ハ
ラ
っ
て
何
？
〜

日
時
…
11
月
27
日
席
、
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

会
場
…
川
越
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
…
①
事
業
主
②
人
事
・
労
務

担
当
者
③
関
心
の
あ
る
市
民

定
員
…
先
着
50
人

経
費
…
無
料

申
し
込
み
…
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
男
女
共
同
参
画
課
（
フ
ァ

ク
ス
の
場
合
、
住
所
・
氏
名
・

ふ
り
が
な
・
電
話
番
号
、
対
象

の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
を
明

記
）

問
い
合
わ
せ
…
男
女
共
同
参
画
課

男
女
共
同
参
画
担
当
・
℡
内
線

２
４
４
１
・
FAX
２
２
４-

６
７

０
５

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
子

さ
ん
に
就
学
支
度
金
を

支
給

来
春
、
中
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
に
、
県
か
ら
就
学
支
度
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
方

養
育
す
る
専
門
里
親
④
両
親
の
死

亡
・
行
方
不
明
・
拘
禁
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
三
親
等
内
の
親
族
が

保
護
の
必
要
の
あ
る
子
ど
も
を
養

育
す
る
親
族
里
親
が
あ
り
ま
す
。

①
〜
③
の
里
親
に
は
、
養
育
費

と
し
て
里
親
手
当
・
生
活
費
・
学

校
教
育
費
・
子
ど
も
の
医
療
費
な

ど
が
、
④
の
里
親
に
は
生
活
費
・

学
校
教
育
費
・
子
ど
も
の
医
療
費

な
ど
が
公
費
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
に
温
か
い
愛
情
と
正
し

い
理
解
を
持
ち
、
家
庭
が
健
全
に

営
ま
れ
て
い
る
方
な
ら
誰
で
も
里

親
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登

録
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
こ
ど
も

家
庭
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
里
親
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

里
親
制
度
の
普
及
促
進
を
図
る

た
め
、「
里
親
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
里
親
に
つ
い
て
関
心
の

あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
「
里
親
相

談
会
」
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

内
容
…
川
越
児
童
相
談
所
職
員
・

現
役
の
里
親
・
こ
ど
も
家
庭
課

職
員
が
、
里
親
制
度
に
つ
い
て

の
疑
問
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
…
11
月
26
日
隻
、
午
後
１
時

〜
５
時

会
場
…
川
越
児
童
相
談
所

問
い
合
わ
せ
…
こ
ど
も
家
庭
課
児

童
福
祉
係
・
℡
内
線
２
５
８
３

男
女
雇
用
機
会
均
等
に

関
す
る
講
演
会
を
開
催

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
改
正

さ
れ
、
来
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。
改
正
点
は
、
性
別
に
よ
る

差
別
禁
止
の
範
囲
の
拡
大
、
妊
娠

な
ど
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取
り

扱
い
禁
止
な
ど
で
す
。

改
正
の
内
容
や
日
ご
ろ
職
場
で

疑
問
や
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
理
解
を
図
る
た
め
、
市

イーブンライフ in
イン

川越
主催…川越市・川越市女性団体連絡協議会（イーブンライフ in 川越実行委員会）

12月２日析、午後１時30分～３時30分（開場＝午後１時）
やまぶき会館（車いす席５席、手話通訳あり）

男女が互いにその人権を尊重しつつ、個性と能力を十分に発

揮できる男女共同参画社会。この男女共同参画社会の実現に向

けて、市では毎年「イーブンライフ in 川越」を開催していま

す。ことしの講師は、テレビでおなじみの江
え

川
がわ

紹
しょう

子
こ

さんです。

■オープニング（午後１時30分～１時50分）
参画座（川越市女性団体連絡協議会）による寸劇

■講演（午後２時～３時30分）
ジャーナリスト・江川紹子さんの「混迷の現代社会を想

おも

う」

定員…先着500人
申し込み…11月15日戚から男女共同参画課（本庁舎３階）・公民館・南連絡所・本
川越駅証明センター・女性会館で整理券を配布

＊２歳以上託児あり。11月24日昔までに男女共同参画課へ申し込んでください。

問い合わせ…男女共同参画課男女共同参画担当・℡内線2441
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あなたの向学心を応援します
●市の育英資金（無利子）● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

高校・中等教育学校（後期課程に限る）・高等専門学校・大学・専修学校などに来年４月から進学または在学中

の方で、経済的に就学資金などの支出が困難な方にお貸しします。

学資金と入学準備金
対象（次の要件を満たす方）…①市内に引き続き６か月以上在

住している②経済的理由で学資金や入学準備金支出が困難で

ある③学業成績が良好である

償還期間…貸付期間の２倍（据え置き期間＝卒業後６か月）

提出書類…①借入申請書②校長の推薦書③成績証明書④健康診

断書⑤住民票（家族全員のもの）⑥合格通知書の写し⑦保護

者の平成18年分の源泉徴収票または確定申告控えの写し

＊①②の用紙は、教育総務課（東庁舎２階）にあります（市

のホームページからもダウンロード可）。⑥は申込期間後の提

出も可能です。

申し込み…来年２月１日斥～３月６日惜に教育総務課

問い合わせ…教育総務課総務係・℡内線2822

交通遺児等育成資金
対象…中学校卒業までの子ども本人

申込者…交通遺児を扶養している保護者

貸付期間…貸し付けが決定した月から中学校卒業の月まで

返還方法…割賦（月賦・半年賦・年賦から選択）による20年以内の均等払い

返還時期…中学校卒業後１年間据え置いてから返還（猶予があります）

申し込み…随時

問い合わせ…自動車事故対策機構埼玉支所・℡048－824－1945

はじめに一時金 155,000円
貸付金額 貸付期間中毎月 20,000円

小中学校の入学支度金 44,000円

●交通遺児のために（無利子・返還20年以内）● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

交通事故で死亡したまたは重い後遺障害が残った方の子どものうち、経済的な理由で就学が困難な方に学資をお

貸しします。

●母子家庭のために（無利子）● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

母子家庭を対象に、授業料の一部と入学準備金を無利子でお貸しします。

修学資金と就学支度資金
対象…母子家庭の母（所得制限があります）

返還期間…修学資金＝貸付期間の２倍～３倍$就学支度資金＝

５年以内

据え置き期間…卒業後６か月

提出書類…①貸付申請書②全部事項証明（戸籍謄本）③所得証

明書（申請者・保証人）④合格通知書⑤借用書⑥印鑑証明書

（⑤⑥は貸し付け決定後に提出）

＊貸付申請書はこども家庭課（本庁舎２階）にあります。

申し込み…修学資金は随時、就学支度資金は来年３月30日昔

までに、こども家庭課児童福祉係

＊母子自立支援員が事前に相談を受け付けます。早めにお問

い合わせください。小中学校の就学支度資金は、所得税非課

税世帯に限ります。

問い合わせ…こども家庭課児童福祉係・℡内線2588
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区　分 貸付額
高等学校　

国公立 13,000円
中等教育学校

学資金 （後期課程に限る）
私立 20,000円

（月額） 専修学校
高等専門学校 16,000円　
大学（短期大学含む） 30,000円
高等学校

国公立 150,000円
中等教育学校

入学準備金
（後期課程に限る）

私立 280,000円
専修学校
高等専門学校 160,000円
大学（短期大学含む） 360,000円

区　分 貸付限度額
高等学校 公立 18,000円
専修学校（高等） 私立 30,000円

修学資金
短大 公立 45,000円

（月額）
専修学校（専門） 私立 53,000円

大学
公立 45,000円
私立 54,000円

専修学校（一般） 29,000円
小学校　　 39,500円
中学校　　　 46,100円
高等学校 公立 75,000円

就学支度 専修学校（高等） 私立 410,000円

資金 大学・短大 公立 370,000円
専修学校（専門） 私立 580,000円
専修学校（一般）・修業施設（中卒） 75,000円
修業施設（高卒） 90,000円



私たちが購入しているさ

まざまな商品のほとんどに

は、容器や包装が使われて

います。

ごみの大きな容量を占め

る容器や包装をきちんと分

別し、減らすことにより、

焼却施設の負荷を軽くする

とともに、再び資源として

生かすことができます。

トレイ・菓子袋・使い捨

て弁当の容器・チューブや

ふたなどのプラスチック製

の容器包装は、文房具や日

用雑貨、工業用原材料など

に生まれ変わっています。

また、ペットボトルも衣類

やシート、再びペットボト

ルなどにリサイクルされて

います。

プラスチックは石油から

作られているため、原料と

しても燃料としても貴重な資源の塊です。資源をむだ

にしないよう、「識別マーク」を参考に分別をお願い

します。

問い合わせ…環境業務課減量リサイクル推進係・℡内
線2636

もったいないから、ごみ減らし！
プラスチック製容器包装とペットボトルのリサイクル
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事
例三

十
年
ほ
ど
前
、
原
野
商
法
の
被
害
に
あ
っ
た
。
そ
の

時
に
購
入
し
た
土
地
に
つ
い
て
、
最
近
、
別
の
業
者
か
ら
、

「
高
く
買
い
た
い
人
が
い
る
の
で
売
ら
な
い
か
」
と
誘
わ

れ
た
。
話
を
聞
く
と
「
売
却
に
は
、
土
地
の
測
量
代
と
広

告
費
が
必
要
」
と
言
わ
れ
た
た
め
、
測
量
と
広
告
の
た
め

の
高
額
な
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。

原
野
商
法
と
は
、
ほ
と
ん
ど
価
値
の
な
い
山
林
や
原
野

を
「
将
来
必
ず
値
上
が
り
す
る
」「
も
う
す
ぐ
道
路
が
で

き
る
」
な
ど
と
偽
っ
て
、
実
際
の
何
倍
も
の
価
格
で
売
り

つ
け
る
悪
質
な
商
法
で
す
。
昭
和
五
十
年
ご
ろ
か
ら
被
害

が
増
え
、
社
会
的
に
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①「
原
野
商
法
で
購
入
し
た
土
地
を
高
額
で
売
却
で
き
る
」

な
ど
と
い
っ
た
話
を
信
じ
る
と
、
二
次
被
害
に
あ
う
危

険
が
あ
り
ま
す
。
家
族
な
ど
周
囲
の
人
と
も
相
談
し
て
、

内
容
を
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

②
被
害
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
き
に
は
、
早
め
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
も
、
勧
誘
方
法
に
よ
っ
て
は
、

契
約
を
取
り
消
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

■
消
費
生
活
相
談

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・
市
民
相
談
室
分
室
で
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
毎
月
二
十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
・

市
民
相
談
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ア
ト
レ
六
階
）
・

℡
２
２
６-

７
０
６
６

原
野
商
法
の
二
次
被
害
が
急
増

140

消
費
生
活

消
費
生
活

消
費
生
活

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

食
品
・
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
・
℡
２
２
７-

５
１
０
３

ペ
ッ
ト
を
正
し
く
飼
う
た
め
に

習
慣
を
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

餌
も
栄
養
に
配
慮
し
、
年
齢
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
を
与
え
ま
し
ょ
う
。

年
に
一
回
は
、
動
物
病
院
で
健
康
診

断
を
受
け
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
予
防
薬

の
投
与
な
ど

を
忘
れ
ず
に

行
い
ま
し
ょ

う
。
気
軽
に

相
談
が
で
き

る
掛
か
り
つ

犬
や
猫
の
健
康
管
理

犬
や
猫
と
暮
ら
し
て
い
て
、
そ
の
様

子
が
い
つ
も
と
違
う
こ
と
に
気
が
付
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ペ
ッ
ト
も

「
食
欲
が
な
い
」「
下
痢
気
味
」「
目
や

に
や
涙
が
出
て
い
る
」「
毛
づ
や
が
な

い
」
な
ど
、
体
調
が
悪
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
に
は
、

健
康
な
時
の
状
態
を
十
分
に
把
握
し
て

お
き
、
毎
日
、
様
子
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

け
の
獣
医
師
を
決
め
て
お
く
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

ま
た
、
餌
の
食
べ
残
し
を
放
置
し
な

い
よ
う
に
し
た
り
、
ノ
ミ
や
ダ
ニ
な
ど

の
発
生
を
防
止
し
た
り
し
て
、
飼
育
環

境
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。

暑
さ
や
寒
さ
対
策
な
ど
、
季
節
に
合
っ

た
環
境
づ
く
り
も
必
要
で
す
。例
え
ば
、

犬
小
屋
な
ど
は
、
夏
は
日
陰
で
風
通
し

を
よ
く
し
、
冬
は
日
が
当
た
り
暖
か
く

な
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

L i fe
with
pets



私
た
ち
も
ま
ち
の
美
化
に
協
力
し
て
い
ま
す
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投票率向上のために
●規制される政治活動①
選挙の自由公正を確保するため、公職選挙法では、政治活動について規制を設けています。

戸別訪問の禁止…投票依頼を目的に、連続して戸別に家などを訪問することはできません
寄付の禁止…政治家が、選挙区内の人に寄付（お祭りなどの地域の行事、スポーツ大会などへの
寸志や差し入れなど）をすることは禁止されています。また、第三者が政治家名義の寄付をす
ること、選挙人が政治家に寄付を求めることも禁止されています
あいさつ状の禁止…政治家は、選挙区内の人に対して、年賀状などのあいさつ状を出すことが禁
止されています

選挙管理委員会事務局・℡内線3712

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

児
童
相
談
所
の
統
計
で
は
、
内
容
別

の
相
談
件
数
は
身
体
的
虐
待
が
一
番
多

い
で
す
。
け
れ
ど
も
現
実
的
に
は
ネ
グ

レ
ク
ト
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
子
ど
も
が
大
き

な
け
が
を
し
た
り
殴
ら
れ
た
り
し
て
い

る
と
き
、
ま
た
、
泣
き
叫
ん
だ
り
す
る

声
を
聞
く
と
虐
待
だ
と
思
い
ま
す
が
、

ほ
っ
た
ら
か
し
に
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
か
わ
い
そ
う
だ
な
と
は
思
う
け
れ

ど
も
、
虐
待
と
い
う
認
識
は
ま
だ
薄
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
小
さ
な
子

ど
も
が
昼
間
か
ら
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る

と
か
、
コ
ン
ビ
ニ
で
万
引
き
を
し
て
何

か
食
べ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
と
き

に
、
そ
う
い
う
放
置
さ
れ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
を
見
た
と
き
に
、
虐
待
と
い
う

認
識
が
高
ま
れ
ば
、
私
は
も
っ
と
数
が

増
え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
性
的
虐
待
も
、
年
間
の

全
国
の
処
理
件
数
で
い
え
ば
千
件
近
く

あ
る
と
思
い
ま
す
。
家
庭
内
の
性
的
虐

待
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
実
父
に
よ
る
自

分
の
娘
へ
の
性
的
虐
待
。
こ
れ
に
関
し

て
は
ま
だ
マ
ス
コ
ミ
も
あ
ま
り
取
り
上

げ
て
な
い
で
す
し
、
皆
さ
ん
方
の
抵
抗

も
強
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ま

だ
明
ら
か
に
な
っ
て
な
い
で
す
が
、
相

当
な
数
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
性
的
虐
待
に
関
し
て
は
、
ほ
か

の
身
体
的
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
と
は
ず

い
ぶ
ん
様
相
が
違
い
ま
す
。
身
体
的
虐

待
で
は
、
親
た
ち
は
子
ど
も
に
け
が
を

さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
や
る
わ
け
じ
ゃ
な

い
で
す
。
ネ
グ
レ
ク
ト
も
そ
こ
だ
と
思

い
ま
す
。
結
果
的
に
子
ど
も
が
大
け
が

を
負
っ
て
し
ま
う
、
結
果
的
に
子
ど
も

の
世
話
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
子
ど
も

が
ひ
ど
い
状
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が

圧
倒
的
で
す
。
で
も
性
的
虐
待
は
、
自

分
の
性
的
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に

や
り
ま
す
か
ら
動
機
が
は
っ
き
り
し
て

い
ま
す
。
決
し
て
そ
れ
は
、
ほ
か
の
人

に
知
ら
れ
た
く
な
い
で
す
か
ら
、
非
常

に
秘
密
性
が
高
く
て
計
画
的
で
す
。
つ

ま
り
犯
罪
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
偶
発
性
で
は
な
く
て
。
そ
う
い
う

こ
と
が
日
本
で
も
日
常
的
な
ケ
ー
ス
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
つ
づ
く
）

公
道
上
に
立
て
看
板
・
は
り
紙
・
は
り
札
・
の
ぼ
り

旗
な
ど
が
無
秩
序
に
掲
出
さ
れ
る
と
、
街
の
景
観
を
乱

す
だ
け
で
な
く
、
通
行
人
に
対
し
て
危
険
な
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
違
反
広
告
物
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
か
ら
「
違
反
広
告
物
簡
易
除
却
推
進
団
体
員
制

度
」
を
設
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
違
反
広
告
物
の
簡
易

除
却
の
権
限
を
委
任
し
、
除
却
活
動
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
九
月
現
在
、
二
十
六
団
体
二
百
三
十
七
人
が
登

録
し
、
違
反
広
告
物
の
撲
滅
に
向
け
て
多
大
な
成
果
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

九
月
九
日
に
は
「
違
反
広
告
物
簡
易
除
却
推
進
団
体

一
斉
除
却
」
が
、
全
市
域
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
熱
心
に
活
動
し
、
は
が
す
の

が
た
い
へ
ん
な
は
り
紙
も
多
数
除
却
さ
れ
ま
し
た
。

違
反
広
告
物
が
掲
出
さ
れ
て
し
ま
う
環
境
を
改
善
す

る
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
迅
速
に
除
却
す
る
こ
と
が

最
も
効
果
的
で
す
。
違
反
広
告
物
の
掲
出
数
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
活
動
の
お
か
げ
で
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
今
後
も
継
続
的
に
活
動
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
活
動
す
る
際
に
は
、
市
へ
の
登
録
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

市
で
は
、
今
後
も
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ

て
、
良
好
な
屋
外
広
告
環

境
の
形
成
に
向
け
て
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
課
都
市
景
観
係
・
℡
内
線
３
２
１
５

輝輝輝
けけけ
!!!!!!

川
越
川
越
川
越
ののの
景
観
景
観
景
観

埼玉県の選挙統一
キャラクター
「選挙くん」

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
昨
年
二
月
に
小
児
科
医
・
坂さ

か

井い

聖せ
い

二じ

さ
ん
を
招
い
て
行
っ
た
、

人
権
問
題
講
演
会
の
要
旨
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

人
権
推
進
課
人
権
推
進
担
当
・
℡
内
線
２
２
８
２

子
ど
も
の
虐
待
を
理
解
す
る
た
め
に
⑥



短
　
歌

四
元
仰
・
選

点
滴
の
逆
流
の
血
に
驚
き
て
ナ
ー
ス
呼
ぶ
声
少
し
ふ
る
え
る

石
井
久
良(

的
場)

天
空
よ
り
飛
沫

し

ぶ

き

を
あ
げ
て
ご
う
ご
う
と
オ
シ
ン
コ
シ
ン
の
滝
は
落
ち
く
る

加
藤
美
津
恵(

今
福)

腰
打
ち
て
寝
た
き
り
媼

お
う
な

と
な
り
に
け
り
盆
踊

お
ど
り

の
音
窓
に
き
き
つ
つ

向
後
ト
シ(

天
沼
新
田)

耳
鳴
り
と
虫
の
鳴
き
声
重
な
り
て
深
夜
の
ベ
ッ
ド
に
孤
独
か
み
し
む

望
月
富
子(

府
川)

遅
咲
き
の
百
日
紅

さ

る

す

べ

り

咲
く
わ
が
庭
に
夏
惜
し
む
ご
と
蝉せ

み

鳴
き
し
き
る

屋
代
美
代
子(

神
明
町)

俳
　
句

石
川
俊
一
・
選

十
福
の
地
蔵
を
祀ま

つ

る
花
芒

す
す
き

新
関
博
三(

岸
町
三
丁
目)

上
げ
潮
に
水み

尾
の
末
ひ
ろ
鯊は

ぜ

の
舟

足
立
政
義(

並
木)

蜩
ひ
ぐ
ら
し

や
い
ま
は
跡
な
き
わ
が
生
家

清
水
久
枝(

通
町
）

秋
時
雨
歌
の
洩も

れ
く
る
集
会
所

大
森
繁
子(

小
堤
）

し
あ
わ
せ
は
身
近
に
あ
る
や
秋
扇

小
松
栄
一(

か
わ
つ
る
三
芳
野)

川
　
柳

小
川
正
夫
・
選

マ
マ
も
子
に
負
け
ぬ
装
い
七
五
三

武
田
ミ
サ
ホ(

今
成
四
丁
目
）

靴
底
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
有あ

り
難が

た

い

齊
藤
誠
之
助(

宮
下
町
二
丁
目)

母
さ
ん
も
女
で
す
も
の
紅
を
差
す

我
妻
信
子(

砂)

病
院
の
待
つ
間
も
惜
し
む
受
験
生

永
嶋
八
惠
子(

西
小
仙
波
町
一
丁
目
）

陰
口
へ
聞
こ
え
た
よ
う
に
顔
を
見
せ

和
田
ふ
み
の(

松
江
町
二
丁
目)

応募方法（来年１月は市民文化祭入選作品を掲載）
●短歌部門＝当季雑詠３首まで、俳句部門＝
当季雑詠２句まで、川柳部門＝雑詠３句まで
●市内在住・未発表・創作のもの・かい書で
明記・すべての漢字にふりがなを付ける・作
品の返却なし・掲載時に選者が手を加える場
合あり
●ハガキに部門・作品・住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号を明記し、〒350－
8601川越市役所広聴広報課

「
う
ふ
ふ
ふ
。」

こ
れ
が
私
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
笑
い
声
で
す
。
ひ
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
六
月
九
日
に
病
気
で
足

を
切
断
し
て
し
ま
い
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
弟
の
家
で
く
ら
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
夏
休
み
、
私
は
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
い
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ひ
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
昼
ご
飯
を
作
っ
て
持
っ

て
行
き
ま
す
。
そ
の
時
私
も
い
っ

し
ょ
に
行
き
ま
す
。

初
め
て
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

所
に
行
っ
た
時と

き

、
顔
中

じ
ゅ
う

い
っ
ぱ

い
の
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。
前
歯

を
出
し
て
笑
っ
て
い
ま
し
た
。
次

に
遊
び
に
行
っ
た
の
は
八
月
十
日

で
し
た
。
も
う
そ
の
時
は
笑
顔
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
も
う
笑

顔
が
見
ら
れ
な
い
の
か
な
。）

そ
し
て
、
お
別
れ
の
時
、
九
月

一
日
七
時
五
十
七
分
。
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。

前
の
日
に
会
っ
た
時
、
と
て
も
見

て
い
ら
れ
な
い
苦
し
い
顔
で
し

た
。
け
れ
ど
、
亡
く
な
っ
た
時
の

顔
は
前
歯
を
出
し
て
笑
っ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
笑
顔
で

天
国
へ
行
っ
た
の
で
す
。
最
後
に

（
笑
顔
が
見
た
い
。）
と
い
う
私
の

願
い
を
聞
い
て
く
れ
た
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。
私
は
ひ
い
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
へ
、
お
り
紙
に
手
紙
を
書
き

つ
る
を
折
っ
て
、
ひ
つ
ぎ
に
入
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ひ
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
孫
と
ひ
孫
に
も
書
い
て

も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
つ
る
は
二

十
三
羽
集
ま
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
喜
ん
で
天

国
へ
持
っ
て
行
っ
て
く
れ
た
と
思

っ
た
ら
、
私
は
と
て
も
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
あ
り
が
と

う
。

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け
ま
し
た
。

笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

川
越
西
小
学
校
四
年
　
　
木
下

き
の
し
た

澪れ
い

菜な

211

秋になると

庭先などで見

かけることが

多くなるキク

の花は、日本

人になじみ深

い花ではない

でしょうか。

原産国は中国で、奈良時代に渡来

しました。当時は、不老長寿の薬用

として、キクの花を浸した酒をたし

なんでいたようです。現在では、ほ

とんどが観賞用として、広く栽培さ

れています。上の写真は「大ギク・

厚物で福助づくり」。花の大きさは

20㎝ほどあります。

ことしも、11月23日積まで、喜

多院（小
こ

仙
せん

波
ば

町
まち

１丁目）で「小江戸

川越菊まつり」が開催されています。

澄んだ空の下、丹精込めて育てられ

たキクを見に行くのも、秋ならでは

の楽しみです。

キク
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多くの人出にびっくり、15日の山車ぞろい

十
月
十
四
日
・
十
五
日
、「
川
越
ま
つ
り
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
両
日
と
も
晴
天
と
な
り
、
過
去
最
高

と
な
る
百
十
万
人
の
観
光
客
に
見
守
ら
れ
、
十
五
台

の
山
車
を
繰
り
出
す
皆
さ
ん
も
誇
ら
し
げ
。

「
ソ
ー
レ
、
ソ
ー
レ
」
の
掛
け
声
と
囃
子
の
音
が
響

き
渡
る
中
、
華
麗
な
時
代
絵
巻
の
よ
う
な
祭
り
を
楽

し
む
観
光
客
の
皆
さ
ん
。
親
子
い
っ
し
ょ
に
山
車
を

曳ひ

い
た
り
、
ふ
だ
ん
会
う
機
会
が
な
い
友
人
と
再
会

し
た
り
す
る
の
も
楽
し
み
な
参
加
町
内
の
皆
さ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
む
様
子
を
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

見て　参加見て 参加見て 参加して

川越まつりを楽しむ姿

とびの皆さんにとっ
ても、川越まつりは
腕の見せどころ
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山車の町内曳き（上）、
川越市の山車を体験曳
きする小学生（左）。
どちらも笑顔

ことし歴史文化伝承山車に指定された、
西小仙波町の山車（左写真左端）と
宮下町の山車（上写真）

居囃子も観光客
に人気

山車の周りに、
幻想的な提灯の光が
揺れ動く
これぞ川越まつり!!
夜の曳っかわせ

15日の山車行列
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姉
妹
・
友
好
都
市
の
祭
り

川
越
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
が
あ
る
川
越
。
そ
し
て

姉
妹
・
友
好
都
市
で
も
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
姉
妹
・
友
好
都
市
の
祭
り
の
一
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

四
月
中
旬
、
桜
の
名
所
の
亀か

め

ケが

城
じ
ょ
う

公
園
（
棚
倉
城
跡
）
を
会
場

に
、「
お
国
替
え
籠か

ご

競
争
」「
餅も

ち

つ
ぶ
て
御
前
試
合
」
な
ど
、
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

川
越
か
ら
は
、「
川
越
藩
行
列

保
存
会
」
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
と
共

に
武
者
行
列
を
行
い
、
本
会
場
で

は
「
松
平
周
防
守

す
お
う
の
か
み

御お

郷さ
と

帰
り
イ
ベ

ン
ト
」
を
披
露
し
ま
す
。

十
万
石
棚
倉
城
ま
つ
り

棚た
な

倉ぐ
ら

町ま
ち

（
福
島
県
）

八は
ち

幡ま
ん

神
社
の
氏
子
で
あ
る
町
衆

が
、
九
月
の
第
三
土
曜
日
と
日
曜

日
に
繰
り
広
げ
る
若
狭
地
方
最
大

の
秋
祭
り
。
三
百
年
以
上
の
歴
史

を
誇
り
、「
神み

輿こ
し

」「
山
車
」「
神
楽
」

「
大
太
鼓
」「
獅し

子し

」
の
五
種
類
の

出
し
物
が
特
徴
で
す
。
芸
や
囃
子

を
披
露
し
な
が
ら
巡
行
し
ま
す
。

笛
や
太
鼓
、
か
ね
の
音
が
秋
風

に
流
れ
、
小
浜
の
ま
ち
は
み
や
び

な
祭
り
一
色
に
染
ま
り
ま
す
。

放ほ
う

生ぜ

祭

小お

浜ば
ま

市

昭
和
五
十
年
代
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
「
花
の
む
ら
づ
く
り
」
を

ア
ピ
ー
ル
し
、「
花
づ
く
り
の
輪
」

を
広
げ
る
た
め
、
毎
年
七
月
二
十

日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
開
催
。

村
内
の
個
人
宅
や
企
業
・
団
体

か
ら
募
集
し
た
自
慢
の
花
壇
を
、

自
由
に
鑑
賞
で
き
ま
す
。
期
間
中

は
「
道
の
駅
な
か
さ
つ
な
い
」
に

設
け
ら
れ
た
総
合
案
内
所
で
、
花

め
ぐ
り
マ
ッ
プ
を
配
布
し
ま
す
。

中
札
内
花
フ
ェ
ス
タ

中な
か

札さ
つ

内な
い

村む
ら

（
北
海
道
）

最
も
さ
わ
や
か
な
時
期
で
あ
る

七
月
に
開
催
さ
れ
、
毎
年
一
万
人

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
国
内
外
か
ら
合
唱
団

や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
招
待
さ
れ
、

街
角
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。

夜
に
な
る
と
、
演
奏
者
と
共
に
見

物
を
し
て
い
る
人
も
サ
ン
・
ラ
ザ

ー
ル
大
聖
堂
ま
で
行
進
し
ま
す
。

今
や
風
物
詩
と
し
て
、
オ
ー
タ
ン

市
民
の
誇
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

モ
ル
バ
ン
音
楽
祭

オ
ー
タ
ン
市（
フ
ラ
ン
ス
）

百
四
十
年
の
歴
史
が
あ
り
、
オ

レ
ゴ
ン
州
の
農
産
物
や
特
産
品
が

一
堂
に
集
ま
り
、
移
動
遊
園
地
も

や
っ
て
来
ま
す
。

こ
と
し
は
八
月
二
十
五
日
か
ら

九
月
四
日
ま
で
、
市
の
中
心
か
ら

車
で
十
分
ほ
ど
の
「
フ
ェ
ア
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
」
で
開
催
。
ジ
ャ
ズ
コ

ン
サ
ー
ト
・
展
覧
会
・
手
工
芸
品

の
品
評
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
四
十

万
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

オ
レ
ゴ
ン
・
ス
テ
ー
ト
・
フ
ェ
ア

セ
ー
レ
ム
市
（
米
国
）

同
市
最
大
の
祭
り
で
、
毎
年
七

月
の
第
二
土
曜
日
と
日
曜
日
に
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
関
係
の
百
三
十
も

の
団
体
が
参
加
。
い
ろ
い
ろ
な
料

理
や
各
国
の
特
産
品
を
楽
し
み

に
、
約
五
万
人
が
訪
れ
ま
す
。

祭
り
の
中
心
の
「
ビ
ュ
ー
ズ
ィ

ン
グ
宮
殿
」
に
は
ス
テ
ー
ジ
が
設

け
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
・
歌
・
ダ
ン

ス
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ン
川
祭
り

オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
市
（
ド
イ
ツ
）
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川越市の面積は109.16椙

まちのできごと 109
ト ー ク

パレット
環境問題と国際化をテーマにアースデイ
環境問題について考え、国際理解を深めることを目的に、10月

１日、「アースデイ・イン・川越2006」が開催されました。市内

の市民団体・大学・企業など30団体以上が、会場の

鏡山酒造跡地に集まり、展示やステージ発表などを

行いました。「同じ地球人として、きれいな水と空気

を残していくための取り組みが広がってほしいです

ね」と実行委員長の鎌
かま

田
た

政
まさ

稔
とし

さん（66歳・菅
すが

原
わら

町
ちょう

）。

飲酒運転を許さない！　芳野地区の取り組み
飲酒運転を撲滅するため、地域全体で立ち上がった芳

よし

野
の

地区。

10月29日、芳野支会（北
ほう

條
じょう

一
かず

雄
お

支会長）を中心に同地区の全

団体が協力して、農業ふれあいセンターに650人を迎え「芳野

地区飲酒運転撲滅大会」が開催されました。川越警察署の講

演・映画上映や、小学生の代表が「大人へのお願い」を朗読し

たあと、参加者全員で「飲酒運転は決して許さない」をスロー

ガンとする「芳野地区飲酒運転撲滅宣言」を行いました。

ご当地ナンバーの皆さんが出店、ことしのさんぱく
10月21日・22日、川越運動公園で行われた「川越産業博覧会」。

ことしは「川越ナンバー」の導入を記念して、同じくご当地ナ

ンバーを取得した「伊豆ナンバー」の三
み

島
しま

市、「那須

ナンバー」の那
な

須
す

町
まち

（栃木県）、「川越ナンバー」から、

鶴
つる

ケ
が

島
しま

市と越
お

生
ごせ

町
まち

が参加しました。来場した皆さんは

名産品を購入したり、試食したり……。さまざまなコ

ーナーでの催しに、秋の１日を楽しんでいました。

子どもたちが丸太切り体験

重さは、ピッタリかな？重さは、ピッタリかな？重さは、ピッタリかな？

民族衣装のファッションショー民族衣装のファッションショー民族衣装のファッションショー

ステージでは、ご当地ナンバーの自治体の
皆さんが観光と特産品の紹介を行いました

永
冨
さ
ん
は
、
小
学
生
か
ら
成
人
ま
で
、
毛
筆
の
部
で

八
千
点
以
上
の
応
募
が
あ
っ
た
「
高
円
宮

た
か
ま
ど
の
み
や

杯
」
書
写
書
道

大
展
覧
会
で
、「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
高
校
生
活
最
後
の
年
に
、
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
で
き

て
う
れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
す
永
冨
さ
ん
。

書
道
は
、
小
学
校
三
年
生
か
ら
、
両
親
の
勧
め
で
始
め

ま
し
た
。
現
在
は
、
週
五
日
、
放
課
後
に
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
書
道
の
魅
力
は
、
墨
の
香
り
の
中
で
書
い
て
い
る

と
気
持
ち
が
落
ち
着
く
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。

応
募
に
際
し
て
選
ん
だ
字
は
、
中
国
の
古
典
か
ら

「
衆
生
咸
蒙
斯
福

し
ゅ
じ
ょ
う
み
な
こ
の
ふ
く
を
こ
う
む
ら
ん
こ
と
を」。「
こ
の
字
は
、
高
校
の
書
道
部
に

入
部
し
て
か
ら
書
き
続
け
て
い
ま
す
。
字
の
形
が
好
き
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
書
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」。また

、「
地
域
の
お
姉
さ
ん
」
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

と
遊
ん
だ
り
面
倒
を
見
た
り
す
る
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
よ
き

相
談
相
手
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

来
年
か
ら
は
、
大

学
生
。
こ
れ
か
ら
も

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

で
、
書
道
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

永な
が

冨と
み

な
み
子こ

さ
ん
（
18
歳
・
小お

ケが

谷や

）

人

川

越

30

賞状を手に笑顔の永富さん賞状を手に笑顔の永富さん賞状を手に笑顔の永富さん

宣言書を手に、地域代表
の皆さん（上）
芳野地区に住む１割以上
の皆さんが集合。飲酒運
転撲滅に対する、意気込
みを感じました（右）
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待機時消費電力を減らしましょう
夜、テレビなどのスイッチの明かりが、かすかについているのを

見たことはありませんか？　これは電気が使われている証拠です。

このように、機器を使っていないのに消費される電力を「待機時消

費電力」といいます。家庭で使われる電力のうち、年間約１割が待

機時消費電力です。これは、テレビの消費電力量と同じで、電気料

金に換算すると平均的な家庭では、１年間で約１万円にもなります。

電力の使用量を減らすポイントは、電源プラグをコンセントから

こまめに抜くこと。スイッチ付きコンセントだと、あまり手間がか

からず節電できます。ぜひお試しになってはいかがでしょうか。

問い合わせ…環境政策課地球温暖化対策担当・℡内線2613

みんなで取り組む温暖化対策②
環境トピックス

編集後記

秋真っ盛りの10月は、市内各地

域で多彩なイベントが開催されまし

た。主なものでは、10日の川越ナ

ンバー誕生記念式典、13日の川越

市・米国オレゴン州セーレム市姉妹

都市提携20周年記念式典、14日・

15日の川越まつり、21日・22日の

川越産業博覧会が行われ、広報担当

にとって大忙しの月になりました$

取材を通して感じたのは、各イベン

トの人出が多かったこと。特に川越

まつりは２日間で初めて100万人を

突破しました。テレビや雑誌などで

川越が紹介されたのも一因かと思い

ますが、市民の皆さんの積極的な取

り組みがあってこそだと思います

$10月10日から川越ナンバーの車

が走り始めました。私も近々川越ナ

ンバーに変える予定です。川越の宣

伝を兼ねながら紅葉シーズンのドラ

イブを楽しみたいと考えています。

ス
イ
ッ
チ
付
き
コ
ン
セ
ン
ト

ス
イ
ッ
チ
付
き
コ
ン
セ
ン
ト

ス
イ
ッ
チ
付
き
コ
ン
セ
ン
ト

は
、
電
気
許
容
量
範
囲
内
で

は
、
電
気
許
容
量
範
囲
内
で

は
、
電
気
許
容
量
範
囲
内
で

ご
使
用
く
だ
さ
い

ご
使
用
く
だ
さ
い

ご
使
用
く
だ
さ
い

テレビの待機時消費電力を
計ったところ、13ワット
でした

高
階
出
張
所
前
の
歩
道
橋
を
登
り
き
る
と
、
足
も
と
に
三
枚
の

動
物
の
絵
が
、
埋
め
込
ん
で
あ
り
ま
し
た
。
ほ
ほ
え
み
か
け
て
い

る
サ
ル
・
大
き
な
口
を
開
け
た
カ
バ
・
ど
こ
か
へ
お
出
か
け
の
ア

ヒ
ル
、
か
わ
い
ら
し
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

歩
道
橋
が
か
か
っ
て
い
る
国
道
２
５
４
号
は
、
交
通
量
が
多
く

危
険
な
場
所
。
信
号
を
挟
ん
で
向

か
い
側
に
は
横
断
歩
道
が
あ
り
ま

す
が
、
右
左
折
す
る
車
も
多
く
、

道
路
の
横
断
に
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

歩
道
橋
を
利
用
す
れ
ば
、
安
全

に
道
路
を
横
断
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
し
て
こ
こ
に
は
、
歩
道

橋
を
利
用
し
た
く
な
る
ア
ー
ト
が

あ
り
ま
す
。

44

ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ア
ー
ト
な

越
川

作品位置

鐘つき通り

Ｐ

 至市街地

国
道
２
５
４
号

高階出張所
消防署・高階分署

至
新
河
岸
駅作品位置

高階中学校高階中学校高階中学校


